
日時：2025 年７月 12 日（土）14：00 ～
場所：品川プリンスホテル アネックスタワー５階 プリンスホール

公益財団法人 臨床薬理研究振興財団

設立50周年
記念式典プログラム

1975年 ９月に臨床薬理研究振興財団設立

1976年 研究奨励金、海外留学等補助事業の開始

1981年 ｢臨床薬理の進歩｣発刊

1990年 日本臨床薬理学会「臨床薬理研究振興財団賞」創設、研究助成金の開始

1997年 臨床薬理学「集中特別講座」の開始（2001年、第５回をもって終了）

2002年 国際共同研究助成金の創設(2015年度より募集休止)

2005年 設立30周年を期し、研究奨励金と研究助成金を統合した新たな「研究奨励金」に、また
海外留学助成事業を見直し、「海外留学助成金」をスタート

2008年 第１回研究報告会開催、第１回臨床薬理研究振興財団研究大賞表彰
（臨床薬理研究振興財団研究大賞：「臨床薬理の進歩」に掲載された論文の中から数編を選出､研究報告会で表彰後に講演発表）

2010年 12月に内閣府より公益財団法人として認定される

2015年 設立40周年を迎え「特別研究奨励金」を新設（2017年度で終了）、
交付者を対象とした「研究活動等に関するアンケート調査」実施

2016年 ２月に設立40周年記念式典･記念贈呈式、第８回研究報告会を開催、８月に第１回臨床薬理学集中講座を開講

2021年 日本臨床薬理学会「臨床薬理研究振興財団賞学術奨励賞」増枠

2023年 研究奨励金の増額並びに増枠（小児臨床薬理研究枠を設置）、海外留学助成金の増額、若手研究支援を開始

2025年 ７月に設立50周年記念式典開催

事業のあゆみ

臨床薬理研究振興財団の使命
薬物療法を支える臨床薬理学の重要性が高まる今日

● 臨床薬理学を奨励

● 臨床薬理研究者の育成

に助成し以って、わが国における新しい科学技術の開発と応用

そしてイノベーションに貢献することである



第１部  祝辞・挨拶・表彰式など　14：00〜 14：55
○財団理事長　平島 昭司　挨拶

○第一三共株式会社　代表取締役会長　眞鍋　淳 様　 　ご祝辞

○医薬品医療機器総合機構　理事長　　藤原 康弘 先生　ご祝辞

○文部科学省高等教育局医学教育課長　日比 謙一郎 様　ご祝辞

○浜松医科大学　学長　渡邉 裕司 先生　ご祝辞

○ 大分大学　名誉教授　中野 重行 先生　ご祝辞とご講演「臨床薬理学集中講座と参加体験型学習の意義」

○財団功労賞 表彰式ならびに記念撮影

第２部  講演会　15：10〜 17：15
◇�若手ネットワーク醸成：多施設共同研究の成果（15：10〜 16：00）�

座長：浜松医科大学　臨床薬理学　教授　乾　直輝 先生

Part�1：ドラッグリポジショニング研究�
○「ドラッグリポジショニング研究の概要」 
 徳島大学大学院医歯薬学研究部　医学域　臨床薬理学分野　教授 
 徳島大学病院　病院長補佐・薬剤部長・総合臨床研究センター部長 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石澤 啓介 先生

○「リアルワールドデータを活用したドラッグリポジショニング研究」 
 岡山大学病院　薬剤部長　座間味 義人 先生 
 （2021 年研究大賞受賞者、2016 年集中講座受講者）

○「臨床薬理学集中講座ネットワークによる多施設共同研究」 
 松山大学薬学部　准教授　武智 研志 先生 
 （2025 年研究大賞受賞者、2016 年集中講座受講者）

Part�2：ポリファーマシー研究�
○「ポリファーマシー研究　概要と背景、結果速報」 
 国立長寿医療研究センター　先端医療開発推進センター長　鈴木 啓介 先生 
 （2016 年集中講座受講者）

○「ポリファーマシー研究の成果報告～研究事務局の立場から～」 
 国立病院機構名古屋医療センター　臨床研究企画管理部　平島　学 先生 
 （2017 年集中講座受講者）

◇�記念講演：研究奨励金交付者優秀研究報告（16：00〜 16：45）�
座長：聖マリアンナ医科大学　客員教授　松本 直樹 先生

○「トランスポーターを介した薬物動態と薬物相互作用の検出に向けた 
 バイオマーカー臨床研究の進展」 
 東京大学大学院薬学研究科　分子薬物動態学教室　教授　楠原 洋之 先生 
 （2012 年、2018 年研究大賞受賞者）

○「iPS 神経変性疾患イニシアティブ：創薬基盤構築とその社会実装への展望」 
 京都大学　iPS 研究所　増殖分化機構研究部門　教授　井上 治久 先生 
 （2015 年研究大賞受賞者）

○「臨床薬理の視点から最適化する小児白血病治療」 
 東京大学大学院医学系研究科 
 生殖・発達・加齢医学専攻小児医学講座　教授　加藤 元博 先生 
 （2019 年研究大賞受賞者）

◇�特別講演：がん治療開発のこれまでとこれから（16：45〜 17：15）�
座長：浜松医科大学　学長　渡邉 裕司 先生

○「がん治療開発のこれまでとこれから」 
 公益財団法人がん研究会　研究本部　本部長 
 （兼）がんプレシジョン医療研究センター　所長 
 国立研究開発法人　国立がん研究センター東病院　名誉院長 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大津　敦 先生

第３部  情報交換会　17：30〜 18：30
○ ご祝辞・ご挨拶（ビデオメッセージ） 

第一三共株式会社　代表取締役社長 兼 CEO　奥澤 宏幸 様

○ ご挨拶／乾杯のご発声 
日本臨床薬理学会　理事長 
東京慈恵会医科大学　臨床薬理学　教授　志賀　剛 先生

《情報交換会スタート》 
○ ご挨拶 

古賀総合病院顧問／財団顧問　海老原 昭夫 先生

記念式典プログラム


